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今日のところで再び「弁護者」（パラクレートス）という言葉が出てきました。この「弁護者」

が聖霊を指していることはこれまでも触れてきました。聖霊はパラ（側に）クレートス（呼ば

れる）、側に呼ばれたものとして、わたしたちの側にいて助け導いてくださる神さまご自身の働

きのことです。それが「弁護者」と呼ばれる所以です。その働きがよく表されている言葉があ

ります。「その方が来れば、罪について、義について、また裁きについて、世の誤りを明らかに

する」（８節）ここに「誤りを明らかにする」とあります。「戒める、罰する」というような意

味もありますが、カルヴァンなどは「告発する」という訳語を当てます。これは明らかに法廷

などで相手を厳しく詰問したり、理詰めで承服させるような意味合いがあります。弁護士が法

廷で相手の矛盾点を暴き出し、罪を認めさせる。それが「誤りを明らかにする」という新共同

訳の訳になる。口語訳は「目を開く」と訳しています。相手を開眼させるというのはまさに凄

腕の弁護士です。そういう凄腕の弁護士が側にいてくれたらどんなに心強いことでしょう。そ

れが聖霊の働きなのです。そしてここで注目したいのは、その聖霊が厳しく指摘する点が三つ

挙げられています。「罪」「義」「裁き」について、世の誤りを指摘するというのです。この世は

それを正しく理解していないのです。自分勝手に、自分に都合よく理解しているということで

しょう。その誤りを正して、神さまに立ち帰ること。そのためにこそ聖霊が働くのです。 

 

この前のところで「あなたがたを殺す者が皆、自分は神に奉仕していると考える時が来る」（２

節）とあります。ユダヤ教の中枢にいた人たちは、真面目に自分は神さまに奉仕していると考

えてイエスさまを殺し、キリスト者を迫害したのです。パウロもそうでした。書簡の中で次の

ように告白しています。「わたしは生まれて八日目に割礼を受け、イスラエルの民に属し、ベニ

ヤミン族の出身で、ヘブライ人の中のヘブライ人です。律法に関してはファリサイ派の一員、

熱心さの点では教会の迫害者、律法の義については非のうちどころのない者でした」（フィリピ

３：５〜６）「義については非のうちどころのない者」と述べています。この「義」とは何でし

ょう。この義については非のうちどころのない者と考えていたパウロは、義をどのように捉え

ていたのでしょう。そこが問題です。 

 

それはイエスさまによって与えられる義ではなく、自分で獲得する義です。彼はファリサイ派

です。使徒言行録には、「ガマリエルのもとで先祖の律法について厳しい教育を受け、今日の皆

さんと同じように、熱心に神に仕えていました」（２２：３）とあります。ファリサイ派の教師

ガマリエルのもとで厳格な律法中心の生活を叩き込まれた。それは自分の力で律法を守って神

さまとの関係を正しく保とうとしたのです。それが「義」だと考える。けれども聖霊が示す「義」

はそうではありません。「罪についてとは、彼らがわたしを信じないこと、義についてとは、わ

たしが父のもとに行き、あなたがたがもはやわたしを見なくなること、また、裁きについてと

は、この世の支配者が断罪されることである」（９〜１１節）とイエスさまは言われました。 

 

この三つはバラバラなことではありません。密接に関連しています。特にイエスさまとの関係

で理解しなければなりません。罪については、イエスさまを信じないことだと言います。何が

罪なのか。ただ嘘をついたとか、盗みをするような悪いことを罪だと言っているのではない。

神さまがイエスさまをくださって、わたしたちの罪を赦してくださった。それほどにわたした



ちを愛してくださっている。「神はその独り子をお与えになったほどに世を愛された」（３：１

６）イエスさまを信じないということは、その神さまの愛を信じないことです。その愛を無下

にする。それが罪だと言っています。 

 

義については、イエスさまが父のもとに行き、弟子たちがイエスさまを見なくなることだと言

います。聖書で言うところの義とは人間の作り出す正義ではありません。神さまがわたしたち

と関係を結んでくださることです。そのために神さまは何をしてくださったか。イエスさまを

くださいました。イエスさまが十字架とよみがえり、そして天に昇られることによってわたし

たちの神さまの愛を無下にする罪を贖い、わたしたちを神さまのもとにつなぎ止めてくださっ

た。関係を結んでくださった。その救いを信じることによってわたしたちは神さまによって義

とされるのです。これは自分で獲得していく義ではありません。恵みとして与えられる神さま

の義です。 

 

そして裁きは、この世の支配者が断罪されることだと言います。いつ彼らが裁かれただろうか。

世の支配者はイエスさまを十字架にかけて殺し、キリスト者を迫害している。力で裁いている

のは彼らの方ではないか。わたしたちの目にはそう映るでしょう。けれども、すでに彼らは裁

かれたのです。その彼らが受けるべき裁きをイエスさまは十字架で負ってくださった。あの十

字架で世の支配者は断罪されたのです。支配者だけではなく、わたしたちひとりひとりの罪も

すべてイエスさまが十字架で負われた。わたしたちに代わってご自身が断罪された。裁きも十

字架の光のもとに見なければなりません。その時に、初めてわたしたちは自分の罪の重さを知

り、その罪を赦す神さまの恵み、愛を知って、神さまに立ち帰る者、義とされるのです。「罪」

も「義」も「裁き」も等しくイエスさまの十字架とよみがえりの光によって正しく捉えること

ができるのです。 

 

昨日、新聞を読んで愕然としました。アメリカが建国２５０年の式典をした。会場には巨大な

十字架が掲げられ、大統領は聖書の一節を朗読したそうです。「わたしの名をもって呼ばれてい

るわたしの民が、ひざまずいて祈り、わたしの顔を求め、悪の道を捨てて立ち帰るなら、わた

しは天から耳を傾け、罪を赦し、彼らの大地をいやす」（歴代誌下７：１４）その後にいわゆる

福音派の牧師が登壇してこう言った。「この一節を大統領が唱える時、それは単なる聖書以上の

意味を持つ」と。そして聴衆はひざまずき、祈りを捧げたというのです。これは大統領を神格

化しているようにも捉えられます。自分にひざまずき、立ち帰るなら救われると言わんばかり

です。聖霊なる神さまがこの誤りを正され、イエスさまの十字架の贖いに目が開かれることを

願うばかりです。けれども歴代誌は次のように続きます。「もしあなたたちが背を向け、わたし

の授けた掟と戒めを捨て、他の神々のもとに行って仕え、それにひれ伏すなら、わたしは与え

た土地から彼らを抜き取り、わたしの名のために聖別した神殿もわたしの前から投げ捨てる」

（７：１９〜２０）けれども投げ捨てられたのは誰か。イエスさまなのです。そのイエスさま

がわたしたちの罪、無理解、無知、そのすべてを十字架で担ってくださいました。そして投げ

捨てられ十字架で死なれました。そして三日目によみがえられて、わたしたちを神さまの御前

につなぎとめてくださいました。そこにすべての救い、希望があります。 

 

天の父よ。わたしたちの誤りを正してください。聖霊がそのために働かれることを信じます。

わたしたちの側で励ましてください。この世の無知、無理解の中に引きずられないようにして

ください。主の御名によって祈ります。アーメン。 


